
調査項目 着眼点 調査の方法

(1)資質・能力の三つの柱（「知識・技能」の
習得、「思考力・判断力・表現力等」の育
成、「学びに向かう力・人間性等」の涵養）
をバランスよく育成

・「知識及び技能」の習得、「思考力・判断力・表現力等」の育成、「学びに向かう力、人間性等」の涵養を
バランスよく行うためにどうのような配慮がなされているか。
・安全面の配慮はどのようであるか。

(2)各教科等及び各学年相互間の関連及び系統
性、発展性

・指導内容の系統性、生活や社会とのつながりを踏まえた内容が取り上げられているか。また、その題材の構
成・配列はどのようであるか。

(3)主体的・対話的で深い学びの視点からの授
業改善

・題材を通して働かせる「造形的な見方・考え方」がどのように扱われているか。言動活動の充実をどのよう
に図っているか。また、その程度や分量はどのようであるか。

(1)「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の一体的な充実

・一人一人が選択・決定しながら学習を深めるために、どのように扱われているか。
・他者との協働はどのように扱われているか。

(2) 生徒の学習改善や教職員の指導改善につ
ながる学習評価

・生徒の学習改善や教職員の指導改善はにつながるように、表現と鑑賞を相互に関連させた学習サイクルがど
のように扱われているか。

(3)ＩＣＴを活用した学習活動
・ICTを活用した学習活動は、どのような内容が取り上げられているか。また、その程度や分量はどのようであ
るか。

(1)教科書の厚み、重量 ・教科書の総ページ数、重量、大きさはどのようであるか。

(2)文字の大きさ、字間、行間、書体、図版等
・どの生徒にとっても読みやすいものになっているか（UD、フォント、配色、レイアウト等）。また、印刷の
状況（鮮明度、美しさ）はどうか。

(3)上記以外の使用上の便宜 ・目次、索引、注、凡例、巻末資料等は、どのような特徴があるか。
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